
PF-UA ユーザーグループ継続申請書 兼 趣意書 
PF-UA 運営委員会殿 

 以下の通りユーザーグループの継続を申請致します。 

申請日 2017 年 6 月  日 継続期間 2017 年 4 月 1 日から 5 年間 

申請者氏名 高野秀和 署名： 職名 特任准教授 

所属機関 東北大学多元物質科学研究所 
 
ユーザーグループ名 位相計測 

継続の目的： 
1990 年代前半より、Ｘ線位相情報のイメージングへの利用研究が興り、ＰＦはそのアクティ

ビティにおいて初期から重要な役割を果たしている。それを受けて、イメージング分野を中

心に、Ｘ線コヒーレンスおよびＸ線位相計測に関する技術的および学術的情報交換の機会の

提供と、ＰＦの設備向上を求めることを目的とし、本ユーザーグループを設立して活動して

きた。また、ＰＦ将来光源計画においても、Ｘ線コヒーレンス利用が非常に重要であるため、

本ユーザーグループはＰＦ研究会などを開催して活発な議論を行い、ＰＦの将来計画に積極

的に貢献してきた。したがって、このアクティビティを今後も維持継続することは、ＰＦユ

ーザーおよびＰＦ将来計画に必要不可欠であり、その役割の重要性はますます増していくだ

ろうと考えられる。そこで、位相計測ユーザーグループをＸ線コヒーレンス研究におけるハ

ード開発と応用研究のユーザー側の受け皿として継続し、今後の当該分野の発展に貢献した

い。 
 
ユーザーグループとしての今後の主な活動予定内容： 
まず、Ｘ線コヒーレンス利用研究に関してＰＦ研究会等を活用してユーザーおよび施設側と

の情報交換、議論を深める。また、PF 将来計画に対してユーザーグループ側から積極的な提

案を出せる体制を整える。さらに、それに関して必要な実験設備や実験ステーション（ある

いはビームライン）の整備のために、ＵＧメンバーが競争的外部資金を申請する際の支援や、

あるいはその申請自体の母体となることも、ユーザーグループの活動の視野に含める。 
 

グループメンバー（紙面が足りないときは裏面へ追加） 
氏 名 所 属 機 関 

(代表者) 高野 秀和 東北大学 多元物質科学研究所 
 
雨宮 慶幸 
安藤 正海 
沖津 康平 
篭島 靖 
呉 彦霖 
郷原 一寿 
香村 芳樹 
島雄 大介 
杉山 弘 
鈴木 芳生 
武田 徹 
橘 勝 
 
玉作 賢治 
張 小威 

（氏名順、敬称略） 
東京大学大学院 新領域創成科学研究科 物質系専攻 
東京理科大学 DDS 研究センター 
東京大学大学院 工学系研究科 総合研究機構 
兵庫県立大学 物質理学研究科 物質科学専攻 
東北大学 多元物質科学研究所 
北海道大学大学院 工学研究科 応用物理学専攻 
理化学研究所 放射光科学総合研究センター 
北海道科学大 保健医療学部 診療放射線学科 
高エネルギー加速器研究機構 物質構造科学研究所 
高エネルギー加速器研究機構 物質構造科学研究所 
北里大学 医療衛生学部 
横浜市立大学 生命ナノシステム科学研究科 ナノシステム科学専

攻 
理化学研究所放射光科学総合研究センター 
中国科学院高能物理研究所 多学科中心 



西野 吉則 
兵藤 一行 
平野 馨一 
水野 薫 
三好 敏喜 
百生 敦 
森 浩一 
矢代 航 
米山 明男 
渡辺 紀生 

北海道大学 電子科学研究所 
高エネルギー加速器研究機構 物質構造科学研究所 
高エネルギー加速器研究機構 物質構造科学研究所 
島根大学 総合理工学部 物質科学科物質系 
高エネルギー加速器研究機構 素粒子原子核研究所 
東北大学 多元物質科学研究所 
茨城県立医療大学 保健医療科学研究科 放射線技術科学科 
東北大学 多元物質科学研究所 
日立製作所基礎研究所 
筑波大学大学院 数理物質科学研究科 電子・物理工学専攻 

メンバーの主な研究活動内容： 
X 線の位相計測や位相イメージングに関する様々な開発・研究を行っており、PF の将来計画

にも貢献している。 
 

主に利用する（予定の）ビームライン BL-14B、BL-14C、BL-3C 等 

Photon Factory 担当者   構造物性 グループ 氏 名： 平野馨一 

 PF-UA 運営委員会 受付 承認 



 

グループメンバー（続き） 

氏 名 所 属 機 関 
 
 
 

 
 
 

 
継続申請について： 
1. 継続申請は PF-UA 運営委員会宛とし、PF-UA 事務局に提出してください。 
2. 申請の際、必ず「PF-UA ユーザーグループ活動報告書」を添付してください。 
 
 
 


